
新診療科長等ごあいさつ

http://www.med.osaka-u.ac.jp/pub/hp-nurse/recruit/index.html

優しい医療、適える医療

アシスタントナース
看 護 師

募集中!!
経験者～ブランクのある方、
復職希望の方、歓迎します。 随時募集中！

詳しくは阪大病院ホームページ
「看護職員の募集」をご覧ください。

●問合せ先： 阪大病院総務課人事係
 tel 0 6 - 6 8 7 9 - 5 0 2 6

　近年の胎児診断技術の進歩により、出生後の治
療を円滑に始めることができるようになりました。
その一方、出生前から治療を始めることで、より良
い予後が期待できる疾患も明らかとなってきまし
た。このような疾患の診療に当たっては、胎児を一
人の患者さんとみなす、新たな診療体制が必要と
なります。胎児診断治療センターは、胎児の疾患に
関わるすべての診療部門が連携し、産まれてくる
お子さんとそのお母さんにとって、よりよい治療
を提供することを目指します。

奥
お く や ま

山宏
ひ ろ お み

臣
●胎児診断治療センター長

オープン!

　

が
ん
に
対
す
る
化
学
療
法
の
進

歩
は
め
ざ
ま
し
く
、
化
学
療
法
に

よ
る
治
療
を
受
け
て
お
ら
れ
る
患

者
さ
ん
が
激
増
し
て
い
ま
す
。
本

院
は
、
患
者
さ
ん
が
社
会
生
活
を

営
み
な
が
ら
、
が
ん
治
療
を
続
け

ら
れ
る
「
外
来
化
学
療
法
室
」
を

平
成
16
年
に
設
置
し
、
一
日
約
40

名
を
診
療
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
、
化
学
療

法
が
必
要
な
全
て
の
患
者
さ
ん
に

対
応
で
き
ず
、
ま
た
検
査
室
で
の

採
血
か
ら
各
科
診
療
室
で
の
診
察
、

治
療
に
至
る
ま
で
の
動
線
も
複
雑

で
、
待
ち
時
間
が
長
い
と
い
う
状

況
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
問

題
を
改
善
す
る
た
め
本
院
は
、
こ

の
９
月
７
日
に
新
し
く
「
オ
ン
コ

ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
棟
」
を
開
設
し

ま
し
た
。
外
来
棟
内
を
複
雑
に
移

動
す
る
こ
と
な
く
、
血
液
検
査
・

診
察
・
治
療
の
全
て
を
一
つ
の
棟

内
で
一
括
し
て
行
う
こ
と
で
、
患

者
さ
ん
の
負
担
が
軽
減
し
ま
す
。

　

新
棟
の
１
階
に
は
、
が
ん
患
者

さ
ん
専
門
の
採
血
室
と
検
査
室
が

あ
り
、
患
者
さ
ん
は
殆
ど
待
ち
時

間
な
し
に
採
血
を
終
え
、
同
じ
階

の
診
察
室
で
各
診
療
科
の
専
門
医

に
よ
る
診
察
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
し
て
２
階
あ
る
い
は

３
階
に
移
動
し
て
化
学
療
法
を
受

け
ま
す
。
化
学
療
法
専
用
の
リ
ク

ラ
イ
ニ
ン
グ
シ
ー
ト
と
ベ
ッ
ド
は
、

こ
れ
ま
で
の
19
床
か
ら
42
床
に
増

設
さ
れ
、
80
名
ほ
ど
の
患
者
さ
ん

を
治
療
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
先
進
機
器
に
よ
る
化
学

療
法
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
を
新

た
に
導
入
し
、
患
者
さ
ん
の
氏
名

や
詳
細
な
治
療
内
容
を
バ
ー
コ
ー

ド
で
管
理
・
確
認
す
る
な
ど
、
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
徹
底
さ
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
個
々
の
リ
ク

ラ
イ
ニ
ン
グ
シ
ー
ト
や
ベ
ッ
ド
は
、

長
時
間
の
点
滴
に
配
慮
し
て
カ
ー

テ
ン
を
備
え
る
な
ど
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
に
も
配
慮
し
て
お
り
、
患
者
さ

ん
は
テ
レ
ビ（
ビ
デ
オ
）を
観
な
が

ら
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
点
滴
を
受

け
ら
れ
る
な
ど
快
適
な
治
療
環
境

を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

新
棟
の
４
階
に
は
抗
が
ん
剤
の

調
製
に
特
化
し
た
調
剤
室
も
設
け

ま
し
た
。
そ
こ
で
は
薬
剤
師
が
防

護
服
を
着
用
し
、
安
全
キ
ャ
ビ
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
て
よ
り
安
全
性
の

高
い
調
製
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
の
増
加
が
予
測
さ

れ
る
遺
伝
性
腫
瘍
の
遺
伝
子
診
断

に
不
可
欠
な
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
を
実
施
す
る
部
屋
や
、
が
ん
患

者
さ
ん
や
ご
家
族
の
た
め
の
専
門

相
談
室
も
４
階
に
設
置
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
各
地
の
病
院
や
治
療
、

専
門
医
な
ど
に
関
す
る
情
報
提
供

だ
け
で
な
く
、
が
ん
患
者
さ
ん
の

職
場
復
帰
な
ど
に
関
す
る
相
談
、

医
療
用
ウ
イ
ッ
グ
の
展
示
な
ど
、

治
療
以
外
の
サ
ポ
ー
ト
も
幅
広
く

行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
院
で
初
め
て
の
試

み
と
し
て
は
、
小
児
期
か
ら
が
ん

治
療
で
入
退
院
を
繰
り
返
し
て
い

る
15
歳
〜
29
歳
の
患
者
さ
ん
を
支

援
す
る
「
Ａ
Ｙ
Ａ
世
代(Adoles-

cence and Young Adult/

思
春

　

本
院
は
、
８
月
７
日
、
西
日
本

で
は
今
回
唯
一
と
な
る
医
療
法
上

の
「
臨
床
研
究
中
核
病
院
」
に
認

定
さ
れ
ま
し
た
。「
臨
床
研
究
」
と

は
、
医
療
行
為
を
行
い
な
が
ら
、

疾
病
の
予
防
、
診
断
・
治
療
方
法

の
改
善
、
疾
病
の
原
因
や
病
態
の

解
明
な
ど
に
関
す
る
研
究
を
同
時

に
行
う
も
の
で
す
。「
臨
床
研
究
中

核
病
院
」
と
は
、
日
本
発
の
革
新

的
な
医
薬
品
や
医
療
機
器
の
開
発

に
必
要
な
、
質
の
高
い
臨
床
研

究
・
治
療
を
推
進
す
る
た
め
、
世

界
レ
ベ
ル
の
臨
床
研
究
や
医
師
主

導
治
験
の
中
心
的
役
割
を
担
う
病

院
と
し
て
医
療
法
上
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
も
の
で
す
。「
能
力
」「
施

設
」「
人
員
」
な
ど
の
厳
し
い
要
件

を
満
た
し
た
医
療
機
関
の
み
が
厚

生
労
働
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
承

認
さ
れ
ま
す
。

　

本
院
は
「
能
力
」
に
お
い
て
は
、

過
去
３
年
間
の
特
定
臨
床
試
験
数

が
、
自
ら
実
施
し
た
件
数
が
１１
件
、

病
院
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
で
、
本

院
が
一
般
的
な
医
療
か
ら
先
進
医

療
ま
で
を
、
一
貫
し
て
シ
ー
ム
レ

ス
に
受
け
ら
れ
る
病
院
だ
と
認
識

し
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す

ね
」
と
竹
原
病
院
長
補
佐
は
述
べ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
臨
床
試
験
へ
の
参
加
を

希
望
さ
れ
る
患
者
さ
ん
が
本
院
に

集
約
さ
れ
、
十
分
な
管
理
体
制
の

も
と
で
デ
ー
タ
収
集
を
行
う
こ
と

で
、
臨
床
研
究
が
さ
ら
に
集
約

的
・
効
率
的
に
実
施
で
き
ま
す
。

他
の
医
療
機
関
が
希
望
す
る
臨
床

研
究
に
関
し
て
も
、
実
施
計
画
や

倫
理
審
査
、
デ
ー
タ
解
析
な
ど
に

つ
い
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、

日
本
の
臨
床
研
究
全
般
の
質
の
向

上
に
貢
献
で
き
ま
す
。

　

臨
床
研
究
中
核
病
院
の
施
策
は

日
本
の
医
療
の
現
状
や
方
向
性
に

合
致
し
て
い
ま
す
。
竹
原
病
院
長

補
佐
は
「
本
院
か
ら
、
よ
り
質
の

高
い
研
究
が
出
現
し
、
１０
〜
２０
年

後
、
さ
ら
に
は
未
来
の
医
療
を
開

発
し
実
現
さ
せ
て
い
き
た
い
。
臨

床
研
究
中
核
病
院
の
認
定
に
よ
り
、

本
院
の
全
て
の
部
門
が
一
丸
と
な

っ
て
、
よ
り
一
層
頑
張
っ
て
い
こ

う
と
い
う
決
意
を
新
た
に
し
て
い

ま
す
」
と
今
後
の
目
標
に
つ
い
て

語
り
ま
し
た
。

期
・
若
年
成
人)

ル
ー
ム
」
も
設

置
し
ま
し
た
。
ま
た
５
階
に
は
多

様
な
診
療
科
の
医
師
・
看
護
師
な

ど
が
集
ま
り
、
治
療
方
針
な
ど
に

つ
い
て
検
討
す
る
た
め
の
キ
ャ
ン

サ
ー
ボ
ー
ド
ホ
ー
ル
も
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

「
点
在
し
て
い
た
オ
ン
コ
ロ
ジ
ー

セ
ン
タ
ー
の
関
連
部
署
を
一
つ
の

棟
に
集
約
す
る
こ
と
で
、
多
く
の

患
者
さ
ん
に
、
余
裕
を
持
っ
て
、

よ
り
安
全
な
化
学
療
法
を
提
供
す

る
と
同
時
に
、
患
者
さ
ん
の
利
便

性
を
高
め
、
地
域
が
ん
診
療
連
携

拠
点
病
院（
国
指
定
）と
し
て
の
機

能
を
さ
ら
に
充
実
・
強
化
さ
せ
て

い
き
た
い
」
と
野
口
眞
三
郎
オ
ン

コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
長（
乳
腺
・
内

分
泌
外
科
診
療
科
長
）は
抱
負
を
語

り
ま
し
た
。

多
施
設
共
同
研
究
を
主
導
し
た
件

数
が
４
件
、
特
定
臨
床
研
究
に
関

す
る
論
文
数
が
５７
件
に
の
ぼ
り
ま

す
。「
施
設
」
に
お
い
て
は
、
診
療

科
が
３２
、
病
床
数
が
１
０
８
６
床
、

そ
し
て
技
術
能
力
に
つ
い
て
Ｉ
Ｓ

Ｏ（
国
際
標
準
化
機
構
）に
よ
る
評

価
を
受
け
た
臨
床
検
査
室
を
備
え

て
い
ま
す
。
「
人
員
」
に
つ
い
て

は
、
臨
床
研
究
支
援
・
管
理
部
門

に
所
属
す
る
人
員
数
が
６５
名
に
の

ぼ
り
、
認
定
に
必
要
な
全
て
の
承

認
要
件
を
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
。

「
こ
れ
ま
で
の
本
院
の
実
績
、
質
の

高
い
臨
床
研
究
を
実
施
で
き
る
施

設
、
十
分
な
人
員
、
他
の
医
療
機

関
の
臨
床
研
究
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

能
力
が
評
価
さ
れ
た
」
と
認
定
申

請
を
主
導
し
た
竹
原
徹
郎
病
院
長

補
佐（
消
化
器
内
科
診
療
科
長
）は

分
析
し
ま
す
。

　

臨
床
研
究
と
い
う
と
、
先
進
医

療
な
ど
特
殊
な
研
究
の
イ
メ
ー
ジ

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実

際
に
は
、
す
で
に
一
般
的
な
医
療

と
し
て
提
供
さ
れ
て
い
る
治
療
法

の
有
効
性
や
安
全
性
を
検
証
す
る

な
ど
、
患
者
さ
ん
が
普
段
受
け
て

お
ら
れ
る
医
療
と
直
結
し
た
研
究

も
多
く
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
日
本
で
は
ま
だ
認
め
ら
れ
て

い
な
い
海
外
の
医
療
に
関
す
る
研

究
、
再
生
医
療
の
よ
う
な
未
来
の

医
療
に
関
す
る
研
究
な
ど
も
推
進

さ
れ
て
い
ま
す
。「
臨
床
研
究
中
核
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「オンコロジーセンター棟」

国際的な臨床検査の
品質基準をクリア

　この度、臨床検査部・輸血部・病
理部・放射線部および超音波検査
センターでは、臨床検査の国際認
定であるISO15189の承認を得ま
した。このことは、本院での臨床検
査が国際的に統一された規格に適
合していると評価されたことを意
味しており、より高度な国際標準
に基づく精度保証が担保されたこ
とになります。今後は、ISO15189
の規格を遵守して検査体制におい
て日々改善に努め、本院における
診療に貢献して参ります。

「オンコロジーセンター棟」

本院が臨床研究中核病院に認定

がん化学療法の安全性と負担軽減をめざす

質の高い臨床研究で、
より良質な医療を提供

認定証を持つ金倉讓病院長と
澤芳樹医学系研究科長

開放的な交流スペース

ベッドにもテレビモニタを完備

病床数が倍以上となった化学療法室

本院がISO15189を取得しました



秋の
ミニコンサート

　7月24日、小児医療セ
ンターで移動プラネタリ
ウムの上映会が開催され
ました。室内に20名ほど
が入れるエアドームが設
置され、参加した入院中
の子供たちや保護者が、
映し出された美しい星空
を楽しみました。

　9月24日、一般市民の
方を対象とした病院見学
会が今年も開催されまし
た。臨床検査部や薬剤部
など、普段は立ち入るこ
とのできない病院内部を見学し、参加者からは「実際に現
場で働いている方の話を聞けてうれしかった」「敷居が高い
と思っていましたが、とても細かい所まで気を配っておら
れ、感心しっぱなしでした」などの声をいただきました。

ホ ス ピ タ ル
ミニ・ニュース

子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
や
、

成
長
を
見
越
し
た
診
療
を
重
視

医療機器を保守管理

「
医
療
機
器
の
お
医
者
さ
ん
」

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
で
命
を
守
る

病院でプラネタリウム

小児科
PHOTO TOPICS

より良い紙面づくりのために、阪大病院ニュースへの
皆様のご意見、ご感想をお待ちしております。
ibyou-soumu-kouhyo@office.osaka-u.ac.jp@

MEサービス部

市民公開フォーラム
「がん診療を支える多職種の専門家たち」
○日　　時：平成27年12月5日（土）午後1時～3時30分
○場　　所：大阪大学医学部講義棟A講堂
○募集人数：240名（先着順）※定員になり次第〆切
○申込期限：11月26日（木）【必着】参加費無料
○講演内容：
1.はじめに　-オンコロジーセンター棟の設立にあたって-　
 オンコロジーセンター長　野口眞三郎　副病院長
2.がん登録ってなに?がん登録からなにが見えるの?
 医療情報部　藤井歩美　診療情報管理士
3.AYA世代談話室　-つながりが治療をささえる-
 保健医療福祉ネットワーク部　東井申雄　臨床心理士
4.がん相談支援センターとは　-扉はいつも開かれています-
 オンコロジーセンター/保健医療福祉ネットワーク部
　井福亜希　医療ソーシャルワーカー
5.抗がん剤のお話　-うまく使って効果を最大限に-
 薬剤部　村地　康　薬剤部オンコロジーセンター室長
6.外来でのがんの治療について　-より安心に、快適に-
 化学療法部　荒木啓子　看護師長
7.質問コーナー

○申込方法：FAX、メールまたは葉書に必要事項（①氏名、②郵便番
号、③住所、④電話番号、⑤性別、⑥年齢、⑦参加人数（4
名まで可））を明記のうえ、下記へお申込みください。

※本院では番号非通知の電話・FAXは受信できませんので、頭に
186（番号通知）をつけておかけください。

※車いす利用者など、支援が必要な方は予めお問い合わせください。

●宛先：〒565-0871　吹田市山田丘2-15
　　　　大阪大学医学部附属病院総務課広報評価係
●FAX：06-6879-5019
●E-mail：ibyou-soumu-kouhyo@offi ce.osaka-u.ac.jp
　TEL：06-6879-5020、5021
　※決定通知は参加の可否を葉書でお知らせいたします。

病院見学会報告

参加者
募集

一日看護師体験
7/30

10/9

スマ
イルカレー

　今回は、検食を始めて10年の下村伊
一郎栄養マネジメント部長が、味に太
鼓判を押す『阪大オリジナルカレー』を、
フタを開けた瞬間“びっくり、ほっこり、に
っこり！ ”していただけるように夏野菜で
笑顔に飾り付けました。
　患者さんからは「野菜も多くて美味し
くいただきました」「カレーが食べたかっ
たから嬉しい。カレーの顔もかわいい。
こんな日にあたるなんてラッキー」「メッセ
ージを読むと元気にならないとな、と思
います」など、思わず笑顔になるような
ご意見をいただきました。

病院食アンケート結果
　6月に病院食について、アンケートを実施しました。満足度
の項目では、80％以上の方に普通以上の評価をいただきま
した。また、『退院後にご自宅でも病院の食事を参考にした
い』と回答された患者さんは一般治療食で75％、特別治療
食で84％でした。『退院後に病院食で参考にしたい項目』と
しては、一般治療食で1位 味付け、2位 献立（メニュー）、特
別治療食では1位 味付け、2位 主食の量でした。退院後も
参考にしていただける病院食を目指して努力してまいります。

満足…37%

やや満足
…20%

普通
…27%

やや不満
…10%

不満…5%
無回答…1%

栄養マネジメント部長おすすめ『おすすめ御膳シリーズ』第四弾！

・夏野菜のスマイルカレー
・ブロッコリーのソテー
・キャベツの酢の物
・フルーツ

献
立

夏野菜の

スマ
イルカレー
夏野菜の

　

当
科
は
、
「
腎
骨
代
謝
」
「
内
分

泌
」
「
血
液
腫
瘍
・
免
疫
」
「
臨
床

神
経
」
「
神
経
代
謝
・
臨
床
遺
伝
」

「
発
達
障
害
・
睡
眠
」「
栄
養
発
育
」

「
循
環
器
」「
新
生
児
」「
臨
床
ウ
イ

ル
ス
」
の
１０
臨
床
グ
ル
ー
プ
に
よ

り
、
小
児
医
療
の
幅
広
い
分
野
を

カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
各

分
野
の
サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ

ィ
（
基
本
領
域
か
ら
、
さ
ら

に
専
門
分
化
し
た
領
域
）
の
専

門
医
を
揃
え
る
こ
と
で
、
高

度
な
専
門
性
を
保
ち
な
が
ら

も
総
合
的
な
視
点
で
病
児
を

診
療
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
平
成
２０
年
に
開
設
し

た
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、

安
全
性
や
、
免
疫
不
全
の
入

院
児
童
に
配
慮
し
て
出
入
り

を
制
限
し
、
病
児
が
遊
べ
る

プ
レ
イ
ル
ー
ム
や
、
長
期
入

院
児
童
の
学
習
を
支
援
す
る

院
内
教
室
を
充
実
さ
せ
る
な

ど
、
病
児
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。「
当
科
は

病
児
を
全
人
的
に
扱
う
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
親

子
の
関
係
性
が
変
化
す
る
な

か
、
小
児
科
医
は
病
気
を
治

す
だ
け
で
は
な
く
、
ア
ド
ボ

カ
シ
ー
（
権
利
擁
護
）
の
立
場
を
取

る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
大
薗
恵
一
診
療
科
長
は
話

し
ま
す
。
ま
た
小
児
医
療
で
大
切

な
の
は
、
病
児
の
成
長
を
見
越
し

た
対
応
で
す
。
例
え
ば
小
児
が
ん

の
治
癒
率
は
高
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
将
来
、
抗
が
ん
剤
の
影
響
や

放
射
線
治
療
な
ど
に
よ
る
合
併
症

が
現
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
常
に

長
期
的
な
視
点
で
治
療
を
考
え
て

い
ま
す
。　

人
工
呼
吸
器
や
血
液

浄
化
装
置
、
血
圧
計
、

内
視
鏡
、
電
気
メ
ス
な

ど
、
本
院
で
は
、
小
さ

な
道
具
か
ら
大
掛
か
り
な
装
置
ま

で
、
毎
日
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
機
器

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
よ
く

使
用
さ
れ
る
も
の
や
、
生
命
維
持

に
関
わ
る
医
療
機
器
に
つ
い
て
、

い
つ
も
安
全
に
作
動
、
使
用
で
き

る
よ
う
保
守
管
理
を
行
っ
て
い
る

の
が
、
Ｍ
Ｅ
サ
ー
ビ
ス
部
で
す
。

　

Ｍ
Ｅ
と
は
、
メ
デ
ィ
カ
ル
・
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
略
で
す
。
当

部
は
平
成
10
年
に
、
医
療
機
器
管

理
部
門
と
し
て
は
国
立
大
学
病
院

の
中
で
最
も
早
い
時
期
に
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
主
な
ス
タ
ッ
フ
は
臨

床
工
学
技
士
で
、
医
学
と
工
学
の

知
識
を
併
せ
持
つ
国
家
資
格
者
で

　

当
科
は
病
児
や
家
族
に
対
す
る

精
神
的
サ
ポ
ー
ト
に
も
力
を
入
れ

て
お
り
、
現
在
、
チ
ャ
イ
ル
ド
・

ラ
イ
フ
・
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト（
Ｃ
Ｌ

Ｓ
）が
病
棟
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｌ
Ｓ
は
病
児
や
家
族
に
心
理
社

会
的
ケ
ア
を
提
供
す
る
医
療
専
門

職
で
す
。「
医
療
経
験
が
ト
ラ
ウ
マ

と
な
ら
な
い
よ
う
、
治
癒
的
遊
び

の
デ
ー
タ
と
比
べ
る
と
５
倍
以
上

で
す
。
機
器
は
す
べ
て
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
で
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ
、

購
入
か
ら
廃
棄
、
貸
出
・
使
用
履

歴
、
保
守
点
検
・
修
理
履
歴
な
ど

が
い
つ
で
も
確
認
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
病

棟
や
外
来
が
保

有
す
る
機
器
を

含
め
、
院
内
で

使
わ
れ
る
医
療

機
器
全
体
の
保

守
管
理
を
行
っ

て
お
り
、
Ｍ
Ｅ

サ
ー
ビ
ス
部
は
、

医
療
機
器
の
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
で
命
を
守
る
、

い
わ
ば
〝
医
療

機
器
の
お
医
者

さ
ん
〞
の
役
割

を
担
っ
て
い
ま

す
。

　

病
棟
内
を
巡

回
し
て
、
使
わ

を
用
い
て
子
ど
も
の
不
安
や
ス
ト

レ
ス
を
緩
和
・
予
防
し
、
理
解
・

安
心
し
て
治
療
を
乗
り
越
え
る
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」
と
Ｃ

Ｌ
Ｓ
の
馬
戸
史
子
さ
ん
は
説
明
し

ま
す
。
特
に
小
児
医
療
で
は
、
た

だ
単
に
治
癒
す
る
だ
け
で
な
く
、

ど
の
よ
う
に
病
気
に
打
ち
克
つ
か

が
重
要
と
な
り
ま
す
。
当
科
で
は

れ
て
い
る
医
療
機
器
が
正
し
く
作

動
し
て
い
る
か
な
ど
を
点
検
す
る

の
も
大
切
な
任
務
で
す
。
点
検
そ

の
も
の
は
も
ち
ろ
ん
、
現
場
で
い

ろ
い
ろ
な
職
種
の
ス
タ
ッ
フ
ら
と

対
話
す
る
こ
と
が
、
い
ざ
と
い
う

時
に
ス
ム
ー
ズ
で
的
確
な
対
応
が

で
き
る
体
制
づ
く
り
に
役
立
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
医
師
や
看
護
師
向
け
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
づ
く
り
、
講
習
会
な

ど
を
通
し
て
、
医
療
機
器
を
扱
う

誰
も
が
理
解
し
た
上
で
操
作
で
き

る
よ
う
、
従
事
者
全
体
の
知
識
の

習
得
と
技
術
の
向
上
に
努
め
て
い

ま
す
。
月
に
２
回
ほ
ど
、
院
内
の

い
ろ
い
ろ
な
職
種
の
人
が
参
加
で

き
る
「
オ
ー
プ
ン
Ｍ
Ｅ
」
の
開
催

も
、
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
日
進
月
歩
の
医
療
、

機
器
の
開
発
に
伴
い
、
臨
床
工
学

技
士
自
身
の
勉
強
も
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
業
務
の
合
間
を
縫
っ
て
、
院

外
の
セ
ミ
ナ
ー
や
学
会
へ
も
出
席

し
て
い
ま
す
。
当
部
副
部
長
で
日

本
体
外
循
環
技
術
医
学
会
理
事
長

の
吉
田
靖（
き
よ
し
）・
技
師
長
は

「
手
術
部
の
業
務
で
は
毎
日
違
う
患

者
さ
ん
と
関
わ
り
、
い
ろ
い
ろ
な

医
療
機
器
を
通
し
て
治
療
に
携
わ

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
透
析
の
患

者
さ
ん
は
日
々
の
制
約
の
大
き
い

中
で
生
活
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
を
上

げ
る
た
め
に
努
力
さ
れ
て
い
る
、

そ
う
し
た
場
に
関
わ
れ
る
充
実
感
、

達
成
感
、
社
会
的
な
使
命
を
感
じ

な
が
ら
務
め
る
毎
日
で
す
」
と
話

し
て
い
ま
す
。

各
部
へ
貸
し
出
さ
れ
た
数
は
月
平

均
１
２
０
０
台
を
超
え
、
８
年
前

す
。
各
診
療
科
へ
の
機
器
の
貸
し

出
し
、
点
検
、
修
理
の
ほ
か
、
手

術
な
ど
の
現
場
に
も
、
臨
床
技
術

サ
ポ
ー
ト
の
立
場
で
立
ち
会
い
ま

す
。
人
工
心
肺
装
置
を
使
う
心
臓

手
術
、
集
中
治
療
部
や
高
度
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
行
う
血
液

浄
化
療
法
、
人
工
呼
吸
療
法
、
ま

た
臓
器
移
植
医
療
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
臨
床
の
最
前
線
で
、
医
師
、
看

護
師
ら
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
組
み
、

治
療
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
緊
急

時
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
待
機

ス
タ
ッ
フ
が
す
ぐ
に
出
動
で
き
る

オ
ン
コ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
も
整
え
て

い
ま
す
。

　

当
部
が
取
り
扱
う
機
器
管
理
数

は
２
７
２
８
台（
平
成
27
年
３
月
末

現
在
）。
部
の
開
設
時
か
ら
年
ご
と

に
増
え
て
お
り
、
平
成
26
年
度
に

そ
の
点
を
重
視
し
、
子
ど
も
を
取

り
巻
く
環
境
全
て
に
目
配
り
し
て

対
応
で
き
る
医
師
で
あ
り
小
児
科

で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
「
治
ら
な
い
病
気
を
治
る

病
気
へ
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
治
療

が
難
し
い
病
気
に
つ
い
て
研
究
し
、

先
進
的
な
治
療
法
の
開
発
に
尽
力

し
て
い
ま
す
。

22015年10月25日


